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午後３時００分開会 

○委員長  ただいまから本年第３回足立区教育委員

会定例会を開会いたします。 

 本日の出席委員数は定足数であります。よって、

会議は成立いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  それでは、これより審議に入ります。 

 まず初めに、会議録署名委員の指名をいたしま

す。 

 本日の会議録署名委員に、桑原委員、青木委員

をご指名いたしますので、よろしくお願いをいた

します。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  初めに、日程第１、第２５号議案を議題

といたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第１、第２５号議案足立区特定教

育・保育施設、特定地域型保育事業等の利用者負

担に関する条例の進達について。 

 以上。 

○委員長  では、第２５号議案について、三橋子ど

も家庭部長から説明をお願いいたします。 

 子ども家庭部長 

○子ども家庭部長  お手元の資料の３７ページが、

第２５号議案の説明資料になります。 

 件名、所管部課名については記載のとおりでご

ざいます。 

 制定理由につきましては、平成２７年４月１日

から子ども・子育て支援新制度が始まるため、そ

の施設についての利用料を定めるものでございま

す。 

 １番、制定理由の３行目でございます。 

 負担額については政令で定める額を限度とする

ということについて、実際まだ政令がでておりま

せんが、国から条例を制定してよいという通知が

あったため定めるものでございます。なお、国で

利用者負担のイメージがでておりますのでそれを

上限として設定したものです。 

 ２番、制定内容でございます。主な点は、２点

でございます。 

 ①については、新制度における、施設ごとの利

用者負担の表を定めるものでございます。 

 ②については、平成２６年度在園児の負担増を

軽減するため経過措置の設定するものです。新制

度に移行するだけでを担増の方がいらっしゃるた

め、経過措置を設けるものです。 

 （１）利用者負担の設定で、主な変更点につい

てでございます。 

 ①でございますが、全ての新制度の保育所につ

きましては応能負担になることで、その応能負担

の階層区分は、区の認可保育所につきましては所

得税から区民税に変更ということになってござい

ます。 

 ②でございますが、幼稚園や地域型保育事業に

つきましては、今までの応益負担（定額）から応

能負担（区民税方式）の保育料に変わるという内

容ございます。 

 ③につきましては、保育標準時間、これは１ヶ

月の勤務が１２０時間以上の方の保育で一日最大

１１時間までの保育サービスを受けられるという

ものでございます。保育短時間につきましては

１カ月で１２０時間未満の就労時間で一日最大

８時間までの保育サービスを受けられるというこ

とで、この２区分で保育料を設定します。 

保育料につきましては保育標準時間の９８．

３％の保育料を保育短時間にというところで、そ

の差の１．７％はその３時間分の非常勤職員の給

料分であるという国の説明がございます。 

 ④は、各施設ごとの主な変更点でございます。 

 認可保育所につきましては、新旧の保育所の変

動を最小限に抑えるような表をつくってございま

す。 
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 表の２列目、地域型保育事業につきましては、

居宅訪問型保育を除きますが、認可保育所の９割

といった設定で、これについては保育の運営経費

が認可保育所はおおむね９割が地域型保育事業の

経費のため、保育料も９割にするものでございま

す。 

 その次、居宅訪問型保育事業につきましては、

これは新たに設定しているもので、いわゆるベ

ビーシッター型の保育でございます。これは公定

価格もかなり高いということで国の基準に準じて

負担額を設定します。なお、国基準は８階層です

が、民間にあわせて２８階層の保育料を設定して

ございます。 

 次に、私立幼稚園と認定こども園（短時間）で

ございますが、これについては現行は、各園ごと

に違うという保育料に、就園奨励費あるいは負担

軽減費の補助金がつくという形になっていますが、

新制度に移行する方への就園奨励費の制度がなく

なりますので、その標準の保育料から就園奨励費

を引いた額を保育料といたします。なお、個別の

園で実際に保育料が違うということについては、

それにあわせて上乗せ徴収を各園で取り入れてい

るところでございます。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 先ほどありましたように、新制度に移行するだ

けで保育料が増となる世帯がございます。特に、

認可保育所につきましては、４割は変わりません

が、３割は値上げになりまして３割が下がるとい

うことになっており、この上がり方に関しての経

過措置等を設けてございます。 

 表の一番上でございます。認可保育所及び認定

こども園の長時間につきましては、負担増加の場

合は２６年度分の保育料金を２７年８月まで適用

ということでございます。 

 続いて、私立認定こども園の長時間利用でござ

います。今までは固定の応益負担の保育料でした

が、これからは認可保育所と同じように応能負担

ということになりますので、保育料は変わります。

その際の適用期間ですが、①、②、③と年齢等に

よって勤務が違いますが、直近下位の階層を適用

するといった内容になってございます。 

 その次が、小規模保育事業、家庭的保育事業

「（給食実施）」と書かれております。原則この

２つについては給食実施を原則としますが、計画

期間中は給食未実施にもできるということです。

まず給食実施ということで、現行の小規模保育は

保育給食を実施しております。その平均を上限と

するということで、来年度に関しては卒園までこ

の上限の範囲の保育料ということになっておりま

す。 

 続きまして、小規模保育事業、家庭的保育事業

「（給食未実施）」の場合につきまして、家庭福

祉員保育料が給食実施で現在は２万１，５００円

の金額でありますので、それを上限として追加措

置をとるということで固定になるというものでご

ざいます。 

 最後は、東京都認証保育所から移行する認可保

育所でございます。実際に来月４月１日に移行す

る園がございます。今まで応益負担から応能負担

に変わるということで保育料が値上がりする場合

があります。新年度に入ってからも随時、認証保

育所から認可保育園に移行する可能性があるので、

５カ月といった表現させていただきましたが、

４月１日に移行するところは８月までという内容

となっております。 

 留意事項でございます。 

 ①経過措置につきましては、同一の施設区分の

施設を利用する場合のみ適用ということでござい

ます。 

 ②新保育料が旧保育料と比較して、増額になる

場合のみ適用ということになります。 

 ③につきましては、園児の兄弟も含め、新入園
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児には新料金表を適用するということです。です

から、在園児の子どもについては経過措置があり

ますが、下の子どもが入った場合は、新料金が適

用になるということでございます。 

 ④については、幼稚園、認定こども園（短時間

利用）は、保育料は実質的に変わらないため、経

過措置はないということになっております。 

 私からの説明は、以上です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第２５号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

（なし） 

 ないようですので、これより第２５号議案足立

区特定教育・保育施設、特定地域型保育事業等の

利用者負担に関する条例の進達についてを採決い

たします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第２、第２６号議案を議題と

いたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第２、第２６号議案足立区教育委

員会の権限の委任に関する規則。 

 以上。 

○委員長  第２６号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  お手元の資料の４１ページをお願

いいたします。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部改正に伴いまして、教育長に委任された事務は

教育委員会への報告が義務付けられます。あわせ

て教育長の権限の委任に関して定めた現行の規定

を、現在の運用にあわせて全部改正するというも

のです。 

 （１）委任事項について（第２条）でございま

すが、教育委員会から教育長に委任できない事項

を、以下のとおり限定列挙し、それ以外の事務を

教育長に委任するというものでございます。 

 ①から⑪までが、限定列挙したものです。 

 この委任できない事項で、緊急の要するものに

ついては、教育長が処理できることとしました。

それを第３条に記載しております。 

 （２）教育委員会への報告（第４条）でござい

ますが、委任された事項については、次の教育委

員会でご報告するというものでございます。また、

緊急を要した事項で教育長が処理した事項につい

ては、次の教育委員会で承認が必要と改正させて

いただきます。 

 施行年月日については、本年４月１日でござい

ます。 

 なお、今後の方針でございますが、規則の適用

は、地教行法の規定により、新たに任命される新

教育長から適用とするものでございます。 

 私からは、以上でございます。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第２６号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

（なし） 

 ないようですので、これより第２６号議案足立

区教育委員会の権限の委任に関する規則を採決い

たします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 
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（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第３、第２７号議案を議題と

いたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第３、第２７号議案足立区教育委

員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則

の一部を改正する規則。 

 以上。 

○委員長  第２７号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  資料の４３ページをお願いいたし

ます。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 １、改正理由でございますが、地教行法の一部

改正に伴い、規定を整備するということと社会教

育委員の事務を教育委員会に残す必要があるため、

改正するものでございます。 

 次に、２、改正箇所でございます。 

 （１）としまして、第２条中、地教行法「第

２３条」を「第２１条」に改めます。 

 （２）といたしまして、第２条表中「社会教育

に関すること」を「社会教育に関すること（社会

教育委員に関することは除く）」に改めるもので

ございます。 

 ３、施行年月日は、本年４月１日でございます。 

 新旧対照表は記載のとおりでございます。 

 今後の方針は、地教行法の規定により新教育長

が任命されてから適用するというものでございま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第２７号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

（なし） 

 ないようですので、これより第２７号議案足立

区教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関

する規則の一部を改正する規則を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第４、第２８号議案について

ですが、事務局よりあらかじめ取り下げるとの申

し出がありましたので、これを取り下げることと

いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第５、第２９号議案を議題と

いたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第５、第２９号議案足立区教育委

員会傍聴人規則の一部を改正する規則。 

 以上。 

○委員長  第２９号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  お手元の資料の４５ページをお願

いいたします。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 １、改正理由でございますが、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律（以下、「地教行法」）

の一部改正に伴う規定整備のためでございます。 

 ２、改正箇所でございます。 

 （１）といたしまして、本則と別記様式中の

「委員長」を「教育長」に改めます。 

 （２）といたしまして、第４条に教育長が必要
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と認めたときは、傍聴人の定員を変更できる旨の

ただし書きを加えるというものでございます。 

 ３、施行年月日は、本年４月１日からでござい

ます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第２９号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

（なし） 

 ないようですので、これより第２９号議案足立

区教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第６、第３０号議案を議題と

いたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第６、第３０号議案足立区教育委

員会事務局組織規則の一部を改正する規則。 

 以上。 

○委員長  第３０号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  お手元の資料の５１ページをお願

いいたします。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 地教行法の一部改正及び平成２７年度事務分掌

の変更に伴い、下記のとおり、足立区教育委員会

事務局組織規則の一部を改正するものでございま

す。 

 １といたしまして、地教行法の一部改正に伴う

改正点でございます。 

 第１条で、地教行法の引用部分「第１８条第

２項」を「第１７条第２項」に変更するものでご

ざいます。 

 附則で、教育委員長職廃止に伴い、足立区教育

委員会委員長職務代理者印を廃止するものでござ

います。 

 ２といたしまして、２７年度の事務分掌の主な

変更点は、次のとおりでございます。 

 （１）といたしまして、学校教育部でございま

すが、教育指導室に幼保小連携に関する事務を追

加する等、現状にあわせた文言に整理したいと思

います。 

 （２）といたしましては、子ども家庭部でござ

います。 

 ①といたしまして、子ども家庭課に「子ども・

子育て施設整備基金に関すること」を追加いたし

ます。 

 ②といたしまして、子ども・子育て施設課の

「保育室に関すること」を「地域型保育給付に関

すること」に変更いたします。 

 ③といたしまして、青少年課に「社会教育委員

に関すること」を追加いたします。 

 （３）といたしまして、第７条「教育政策課に

社会教育主事を置く」とした社会教育主事の配置

規定につきまして、「青少年課に社会教育主事を

置く」と現状に合わせた規定に変更するものとい

たします。 

 ３、施行年月日は、本年４月１日からでござい

ます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第３０号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

 では、私から１つだけ。５２ページの下から
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４行目、「この職員の研修に関する」とあります

が、改正後は、「この職員の育成に関する」とい

う文言に変わっているのですが、どういった意味

ですか。 

 教育政策課長。 

○教育政策課長  ご指摘の件でございますが、教職

員の授業力の向上に関しましては、現在、教育教

育指導室で研修を行っています。このほか学校に

出向いての直接の指導といったことも含めて取り

組んでおり、この辺を総合的にを表現するために

育成という表現に改めたものでございます。 

○委員長  わかりました。 

 ほかにございますか。 

（なし） 

 ないようですので、これより第３０号議案足立

区教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規

則を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第７、第３１号議案を議題と

いたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第７、第３１号議案足立区教育委

員会会議規則の一部を改正する規則。 

 以上。 

○委員長  第３１号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  資料の５９ページをお願いいたし

ます。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 地教行法の一部改正に伴いまして、教育委員長

と教育長を一体化した新たな教育長が設置されま

す。このため従来、委員長を中心とした会議規則

を変更するとともに、新教育委員制度にあわせた

規定整備を行うものでございます。 

 １、主な改正点でございます。 

 （１）委員長と教育委員長職務代理者の廃止

（本則及び第７条）でございますが、「委員長」

を「教育長」に改めるもので、委員長の選挙規定

を削除いたします。 

 （２）といたしまして、教育委員長職務代理者

の指名とその代行者の指定（第８条）でございま

す。 

 ①としまして、教育長職務代理者の選任規定を、

教育長が教育長職務代理者を指名する規定に変更

いたします。 

 ②としまして、教育長職務代理者に事故ややむ

を得ない事由が発生し、その職務が困難な場合の

代行者を、次のとおり指定いたします。 

 第一順位から第三順位までを、記載のとおり指

定いたします。 

 （３）としまして、会議録の公開が義務づけに

なっております。第２９条の２でございます。 

 （４）といたしまして、教育長職務代理者の廃

止を附則に設けます。教育長職務代理者を教育委

員から指名することに伴い、教育委員会事務局職

員から指定していた教育長職務代理者を廃止する

ものでございます。 

 ２、施行年月日は、本年４月１日からでござい

ます。 

 規則の適用は、改正後の地教行法の規定より任

命される新教育長からとするものでございます。 

 私からは、以上でございます。よろしくお願い

いたします。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第３１号議案について、ご質問、ご意見があり
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ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

（なし） 

 ないようですので、これより第３１号議案足立

区教育委員会会議規則の一部を改正する規則を採

決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第８、第３２号議案を議題と

いたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第８、第３２号議案足立区育英資

金貸付条例施行規則の一部を改正する規則の進達

について。 

 以上。 

○委員長  第３２号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  資料の６９ページをお願いいたし

ます。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 １、改正の理由でございますが、育英資金貸付

金の学資金交付に当たり、貸付請求書の手続に要

する書類の提出を交付要件として明確にし、請求

書の書式を登録するために規則を改正するもので

ございます。 

 次に、２、主な改正内容でございます。 

 （１）としまして、育英資金貸付金の学資金の

交付に当たり、育英資金貸付請求書を区長が定め

る期日までに提出することを加え、請求書の書式

を登録するというものでございます。 

 （２）としまして、貸付を停止する項目に、学

資金の交付その他の手続に要する書類等の提出が

ない場合を加えるものでございます。 

 施行年月日は、公布の日から施行するものでご

ざいます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第３２号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

（なし） 

 ないようですので、これより第３２号議案足立

区育英資金貸付条例施行規則の一部を改正する規

則の進達についてを採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第９、第３３号議案を議題と

いたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第９、第３３号議案足立区小学校

及び中学校の学校選択に関する規則の一部を改正

する規則。 

 以上。 

○委員長  第３３号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 なお、第３３号議案に関しまして関連する報告

がありますので、こちらも一緒にお願いをいたし

ます。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  お手元に追加報告、第３３号議案

関連をつけてございます。まずこちらのご報告を

させていただきます。 

 件名、「足立区教育改革に伴う施策の検証及び

評価に関する有識者会議」の検証結果についてご
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ざいます。所管部課名は、記載のとおりでござい

ます。 

教育改革につきまして、有識者から幅広く意見

を求めることを目的として有識者会議を設置し、

学校選択に関して検証を進めてまいりました。こ

のたび、裏面のとおり検証結果が出ましたので、

ご報告するものでございます。検証の結果といた

しましては、小学校の選択可能な範囲を、現在の

就学区域の自由学区域選択制から隣接学区域選択

制へ変更するというものです。中学校は、現在の

自由学区域選択制を継続するということです。 

 また、学校間の児童生徒数の差が広まり、学校

活動に支障が出る場合があるという方に関しまし

ては、教育委員会から学校に対してさまざまな支

援を行っていくという検証結果が提出されたもの

でございます。この検証に当たりましては、記載

のとおり３回の会議を開催して実施をいたしまし

た。有識者の皆様は、記載のとおりでございます。

この検証結果を受けて、教育委員会事務局内で検

討を進めました結果、第３３号議案を提出させて

いただくものでございます。 

 第３３号議案については、資料の７５ページを

お開きください。 

 件名は、足立区立小学校及び中学校の学校選択

に関する規則の一部を改正する規則でございます。 

 所管部課名は記載のとおりでございます。 

 １、改正の理由でございます。 

 先ほどの検証結果を受け、通学上の安全確保や

地域の協働による学校づくりの推進のために、小

学校で選択できる学校の範囲を自由選択制から隣

接学区域選択制に変更するものでございます。こ

のために学校選択に関する規則を改正いたします。 

 ２、主な改正内容でございます。 

 改正案の選択範囲のところでございますが、

（１）では区立小学校について、（２）では区立

中学校については、という形で記載させていただ

いております。 

 施行年月日につきましては、平成２９年４月

１日から施行し、なお平成３０年４月１日以降に

入学または転学する児童及び生徒から適用するも

のでございます。 

 今後の方針でございますが、各小学校の通学区

域ごとに選択できる学校については、今後「足立

区立小学校及び中学校の学校選択に関する実施要

綱」に規定してまいりたいとで考えております。 

 私からは、以上でございます。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第３３号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

 教育長 

○教育長  若干、補足をさせていただきます。 

 今回の議案に関することについては、報告案件

のとおりですが、二期制についても検討させてい

ただいております。本日は議案に直接関わりがな

いため、報告内容から省かせていただいておりま

すが、委員協議会等でこの件についてはご議論を

いただいている経緯があり、地域についての記

述・分析を加えたらどうかというご意見をいただ

いているところです。報告事項の骨子は変わらな

いですが、これに文章的な肉付けをしたものを取

りまとめ、臨時会などに間に合えば報告させてい

ただきたいと思っております。 

○委員長  ほかにございますか。 

（なし） 

 ほかにないようですので、これより第３３号議

案足立区小学校及び中学校の学校選択に関する規

則の一部を改正する規則を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと
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おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第１０、第３４号議案を議題

といたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第１０、第３４号議案足立区教育

財産の用途廃止の承認について。 

 以上。 

○委員長  第３４号議案について、石居学校教育部

長から説明をお願いいたします。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  お手元の資料の７８ページをお願

いいたします。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 １、提案理由でございますが、鹿浜小学校の廃

校に伴い、教育財産の用途を廃止する必要がある

ためでございます。 

 ２、用途廃止する財産及び用途廃止日でござい

ます。 

 廃止する財産につきましては、（１）の鹿浜小

学校、足立区鹿浜四丁目２０番２２号でございま

す。 

 財産の種類でございますが、建物、校舎１から

３、倉庫１・２、給食・シャワー室、陶芸小屋、

その他工作物等でございます。 

 用途の廃止年月日は、本年３月３１日でござい

ます。 

 今後の方針でございますが、公有財産規則に基

づきまして、資産管理課長あてに用途廃止を協議

すると同時に、財産の取り壊し完了後は資産管理

部長あてに公有財産取り壊しについて、通知をい

たします。 

 私からは、以上でございます。 

○委員長  ただいま説明がありましたので、これよ

り本案の審議に入ります。 

 第３４号議案について、ご質問、ご意見があり

ましたら、委員のご発言をお願いいたします。 

（なし） 

 ないようですので、これより第３４号議案足立

区教育財産の用途廃止の承認についてを採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第１１、２６受理番号１の陳

情についてを議題といたします。 

 庶務係長。 

○庶務係長  日程第１１、２６受理番号１平成

２８年度から使用する中学校教科書の採択にあた

り、日本の真実の歴史と文化及び家族の大切さを

理解し、適切な愛国心、道徳心を養いうる教科書

の採択を求める陳情。 

 以上。 

○委員長  この２６受理番号１についての陳情に関

しては、第１０回の定例会におきましてご審議い

ただき、以降、継続審議となっております。その

後、第１０回の定例会のときにご説明いただいた

内容について、変更などの動きがありましたら、

関係所管の教育指導室長よりご報告をお願いいた

します。 

 教育指導室長。 

○教育指導室長  特に変更点はございません。 

○委員長  ただいまの説明のとおり、変更はないと

いうことでありました。 

 これにつきまして、ご意見がありましたらご発

言をお願いいたします。 

（なし） 

 では、採決をしたいと思います。 

 まず、不採択をすることに賛成の方の挙手を求
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めます。 

（賛成者挙手） 

 ０名です。 

 それでは、継続審議とすることに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 ４名です。 

 不採択が０名、継続審議が４名であります。よ

って、本案につきましては、継続審議とすること

に可決いたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  次に、日程第１２、教育長報告です。 

 青木教育長、お願いいたします。 

○教育長  それでは、私から、第１回区議会定例会

の代表質問についての報告を簡単にしたいと思い

ます。 

 今回は日程の関係で通常３日のところを１日と

なり、質問項目も絞られています。自民党の代表

質問については、かねてからの教育改革の見直し、

大きくは学校選択制と二期制についてご質問があ

りました。学校選択制については、中学校につい

ては現行どおり、小学校については隣接する学区

域への選択に限定すると。二期制については、年

度内に結論を出すのは難しいと。そもそも二期制

に移行した理由は、授業時数の確保という点でし

たが、その検証が十分でないことと、道徳や英語

の教科化の変更要素があるということも含めて、

土曜授業も含めた全体の整理が十分についていな

いという状況であるという回答をさせていただき

ました。 

それから新しい教育委員会制度についてご質問

がありました。特に、総合教育会議について、区

長が主催をするものであるが、教育委員会として

どう発言をしていくのかというご質問については、

特に学力向上については、これまでの小中連携等

を踏まえながら適切な提案をしているという回答

をさせていただきました。 

 そのほか、子ども・子育て新制度につきまして

もご質問をいただきました。公明党からは学校選

択制や二期制で同趣旨のご質問をいただき、同様

の回答をさせていただきました。それから副担任

制度についての再構築についてのご質問をいただ

きました。これまで以上にきめ細やかな子どもの

実態にあった対応をしていくための見直しである

という趣旨の答弁をさせていただきました。その

他、子ども新システムについてのご質問をいただ

きました。 

共産党からは、副担任制度の見直し、特に少人

数学級との関連でご質問をいただきました。これ

も実質的にこれまで以上の細やかな子どもの実態

にあった対応をしていくための見直しであるとい

う趣旨の答弁をさせていただきました。それと統

廃合についても引き続き進めていくという答弁を

させていただきました。 

民主党からは、子ども子育て、特に待機児童に

ついてもご質問をいただき、これについても適切

に対応していくという答弁をさせていただきまし

た。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございました。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  青木教育長。 

○教育長  私から本日、追加をしたい議案がござい

ますが、よろしいでしょうか。 

○委員長  ただいま青木教育長より、追加議案の提

案がありました。 

 各委員の皆さん、いかがでしょうか。よろしい

ですか。 

（異議なし） 

 それでは、青木教育長より、議案の内容につい

てご説明をお願いいたします。 

○教育長  私自身のことでございますが、教育委員
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及び教育長の職を、この３月３１日をもって辞職

したいと考えております。辞職の理由でございま

すが、ご案内のとおり、この４月から６０年振り

の制度の見直しということで、教育委員会制度が

改まります。教育大綱の策定権限、それから総合

教育会議の主催といったものが区長の権限として

新たに加わり、それが４月１日から動き出すとい

うことでございます。 

 また、教育長につきましても、教育委員長と教

育長が一本化されて、いわば教育委員会の代表あ

るいは責任の所在が明確になると、こういった趣

旨で制度改正がなされるわけでございますが、そ

の教育長の身分につきましては、現在職である私

の任期が満了するまで、要は旧の教育長の形で存

続します。そして、あわせて教育委員長と、その

間は並列する、併存するという、現行の教育委員

会制度の形が残るといった、いわば経過措置がつ

いてございます。 

 しかしながら、先ほども申し上げましたように、

大きな制度改正があるわけでございますし、足立

区につきましても学力、それから子どもの貧困を

はじめ重要課題が山積をしておりますので、こう

したチャンスを捉えて教育長人事につきましても

新しい教育委員会制度の趣旨にのっとった本来の

姿で、ぜひ４月１日からスタートしていただきた

いという趣旨で辞職をさせていただきたいと思っ

ています。 

 なお、教育委員の辞職に関しましては、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第１０条に

「委員は、当該地方公共団体の長及び教育委員会

の同意を得て辞職することができる」とあります。

既に、区長につきましては、辞職の同意をいただ

いております。法律に基づきまして、本日ここに

日程第１３、第３５号議案として、足立区教育委

員会委員の辞任の同意についてをご審議願います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長  ただいま教育長本人より、ご説明があり

ました。 

 これより議案審議に入ります。日程第１３、第

３５号議案足立区教育委員会委員の辞任の同意に

ついてを議題といたします。 

 この議案につきましては、人事案件であること

から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第１３条第５項の規定に基づき、教育長は議事に

加わることができませんので、ここでご退席をお

願いいたします。 

（教育長退室） 

 それでは、第３５号議案について、ご意見があ

りましたら、委員のご発言をお願いいたします。

いかがでしょうか。 

 桑原委員。 

○桑原委員  青木教育長と委員として一番長い付き

合いということで一言申し上げさせていただきま

す。青木教育長と一緒に仕事をさせていただいて

本当に光栄というか、よかったと思っております。

学校選択制や二期制の話などありましたが、齋藤

前教育長と同様に、学校現場や小中ＰＴＡ連合関

係の行事など、現場を大切にしてくださった教育

長であったと思います。そんな中で、区の施策も

いろいろと考えていただいて、保護者としてもあ

りがたかったと思います。 

 そんな中でも、いろいろな施策も１０年を超え

るものもたくさん出てきました。教育改革の見直

しや選択制、二期制の見直し等で、青木教育長に

旗を振っていただき今回、第３３号議案等を採決

したところですが、力を入れてこられた教育長で

ありますし、私たちもそれに協力してきたという

こともございます。 

 今回、今月いっぱいで辞任というお話ですが、

できれば続けてほしいと個人的には思っておりま

すが、足立区の教育というところから見ますと、

青木教育長の意志を尊重することは、いたし方な
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いのかなと思います。 

○委員長  小川清美委員、どうぞ。 

○小川清美委員  私も関わらせていただいて、本当

にいろいろなことが考えられるバランスのとれた、

そして足立区の教育のことをよく考えておられた

教育長なので、実はとても惜しい気持ちです。と

いっても、今度の任期が７月まででということで、

ご自身がここで辞任ということを決意されたとい

うことで、すごく残念ですが、ご本人の意志を尊

重するということで認めざるを得ないと思ってい

ます。 

○委員長  私からも。教育長本人の辞任の意志が堅

いようですので、意思を尊重したいと思います。 

 では、これより第３５号議案足立区教育委員会

委員の辞任の同意についてを採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。よって、本案は原案のと

おり可決することに決定いたします。 

 それでは、議案審議が終了いたしましたので、

教育長の入室を認めます。 

（教育長入室） 

 では、第３５号議案足立区教育委員会委員の辞

任の同意については、ただいま審議が終了し、同

意することに決定いたしましたので、教育長にお

知らせいたします。 

―――――――――◇―――――――― 

○委員長  続いて、２、報告事項に入ります。 

 ご質問等は、全ての報告が終わってからお受け

いたします。 

 それではまず、①と②について、荒井教育政策

課長、お願いいたします。 

 教育政策課長。 

○教育政策課長  それでは、資料の７９ページをお

開きください。 

 伊興小学校の物損事故に関する損害賠償につい

てです。 

 この件に関しまして、示談が成立いたしました

ので、お知らせするものでございます。 

 事故発生日時、発生場所、被害者の方につきま

しては、資料に記載のとおりでございます。 

 事故の内容等でございますが、当該小学校にお

きましては改築工事を控えておりまして、校庭が

使えないといったような状況の中でソフトボール

投げの練習を代替地で行っていたところでござい

ます。５０メートル弱の十分な距離を確保してや

っていたところではございますが、児童の投げた

ボールが教諭の頭上をはるかに越えて道路でワン

バウンドし、相手方の所有する家屋（アパート）

の窓ガラスに当たり破損させたという事故の内容

になっています。 

 示談の内容ですが、示談成立日２月１８日、窓

ガラスの修理代金として３万２，４００円を支払

うということでございます。 

 なお、本件につきましては、特別区自治体総合

賠償責任保険の対象でございますので、全額補填

される内容でございます。 

 続きまして、８０ページをお開きください。 

 放課後子ども教室の実施状況と平成２７年度の

方針についてでございます。 

 これまで放課後子ども教室は、小学校全校で週

５日２会場以上での実施を目指して取り組んでま

いりました。平成２６年度の数字については、ま

だこれからも積みあがってまいりますので、

２５年度までの記載となっていますが、グラフで

ごらんいただけるとおり着実に増えてきておりま

す。 

 ２７年度の方針でございますが、全校で週３日

以上でというところも１校を残してほぼ確定でき

るようなところがございますので、来年度以降は

全校で全学年での実施、これを目指していきたい
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と考えておるところでございます。 

 また、図書室を活用した学習環境の確保という

ことで、週３日以上程度を目安として、放課後子

ども教室の中で図書室の活用を進めていきたいと

考えているところでございます。 

 以下、安定運営の支援等は記載のとおりでござ

います。 

 今後も、実行委員会・学校と協議しながら、継

続かつ安定した運営に努め、放課後子ども教室の

充実に取り組んでまいりたいと考えておるところ

です。 

 私からは、以上でございます。 

○委員長  次に、③について、絵野沢学校適正配置

担当課長、お願いいたします。 

 学校適正配置担当課長。 

○学校適正配置担当課長  それでは、お手元の資料

の８１ページをごらんください。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

 大きな１番でございますが、上沼田小学校と鹿

浜小学校、こちらの２校については今月末をもっ

て閉校しまして、４月から「鹿浜五色桜小学校」

として統合校が開校いたします。 

 統合地域協議会が第十二回ということで、３月

２日に最終の協議会を開催させていただきました。 

 内容につきましては、統合新校の校歌ができま

したので、そういったことを皆さんにお聞かせし

ましたり、あるいは統合新校の開かれた学校づく

り協議会についての報告等を行いました。 

 日付が前後しますが、（２）としまして、鹿浜

小学校が今後４月以降に解体されますが、解体工

事の説明会を２月３日に実施いたしました。 

 （３）及び、次の２番、鹿浜中学校と第八中学

校の実施計画に関する（１）統合地域協議会ニ

ュースの発行についてということで、こちらは小

中ともに統合地域協議会が終了後、それぞれの内

容についてニュースを発行して地域及び学校関係

の皆様にお配りしているところでございます。 

 続きまして、３番でございますが、上沼田中学

校と江北中学校の適正規模・適正配置実施計画

（案）についてでございます。 

 江北地区につきましては、統合の小学校を現在、

上沼田都住の建替えによる創出用地に建設できな

いかどうか、再検討を着手しておりますが、中学

校については現行のお示ししている統合案で、両

校の開かれた学校づくり協議会で内諾をいただき

ましたので、昨日になりますが、第一回目の統合

地域協議会を開催させていただきました。 

 委員の構成ですが、両校の開かれた学校づくり

協議会から選出されたそれぞれ１０名ずつの合計

２０名で構成をしている団体となっております。 

 昨日の協議内容といたしましては、案としてお

示ししてありました実施計画について、正式決定

の了承をいただいたところでございます。こちら

については、年度内に区長決定を進めていきたい

と考えております。 

 また、統合新校の校名の決定方法については、

公募により決定するということで皆さんの合意を

いただいたところでございます。 

 また、統合地域協議会ニュース発行も、従来ど

おり町会・自治会の回覧及び学校関係、今回は江

北地区内の小学校、中学校の全校にお配りするよ

うな形で地域に広く情報を流してしていきたいと

考えております。 

 今後の方針ですが、鹿浜小学校については、今

回をもって統合地域協議会は終了となりますが、

必要に応じて統合後のサポートを継続していきた

いと考えてございます。 

 また、江北地区の中学校は今回、第一回目とい

うことで開催いたしましたが、統合地域協議会に

おいて、さまざまな課題を整備して具体的な検討

を進めていきたいと考えておるところでございま

す。 
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 私からは、以上でございます。 

○委員長  次に、④から⑦について、浮津教育指導

室長、お願いいたします。 

 教育指導室長。 

○教育指導室長  それでは、８３ページをお開きく

ださい。 

 第３回いじめアンケート集計結果報告について、

ご説明させていただきます。 

 この調査は、１月２０日から２月２０日までに

行った、４月から２月までのいじめの認知件数と

いうことで出ております。 

 小学校が９４５件、中学校が４３９件となって

おります。解消数については、それぞれ小学校が

９４５件中８５４件で解消率が９０％、中学校が

４３９件中３８３件で解消率が８７％となってお

ります。この認知件数が多いのは、いろいろな形、

いじめ相談箱、スクールカウンセラーとの連携等

で、初期段階のいじめも見つけているというよう

なことが結果として出たと考えております。 

 解消率では、小学校の未解消が１０％、中学校

の１３％については、また教育委員会と連携をし

て早期解決を図りたいと思っております。 

 ２番目、８４ページからは、この認知した、い

じめの態様内訳ごとの件数と、いやなことがあっ

たときに相談できる相手について、ということで

記載させていただいております。 

 続いて、８５ページです。 

 足立はばたき塾の結果について、ご報告をさせ

ていただきます。 

 ２月１４日に、最後のはばたき塾が終了し、都

立の受験も終わったところです。 

 ３月３日現在、参加者９０名の進学先について

は記載のとおりです。進学重点校は４名で、進学

指導特別推進校が１名、進学指導推進校が３０名

等、９０名の結果が出ております。 

 同様に、はばたき塾に参加することができなか

った児童対象の土曜補修塾についても、１９名の

進学先、３月３日現在のものを記載させていただ

いております。 

 平成２７年度、もう既に新しいはばたき塾の第

４回がスタートしておりますが、プロポーザルの

結果、早稲田アカデミーが昨年まで行っておりま

したが、委託事業者がエデュケーショナルネット

ワークということで、先週の日曜日に１１７名が

受験をして今、結果をまとめているところでござ

います。新事業者につきましては、これまでの

３年間の成果をもとに、はばたき塾をまた進めて

まいりたいと思います。 

 ８６ページをごらんください。 

 平成２７年４月１日付の教育管理職異動内示に

ついて、ご報告させていただきます。 

 東京都教育委員会から、校長、副校長の異動内

示がございましたので、ご報告をさせていただき

ます。 

 小中学校とも再任用や内転、副校長、主幹から

の昇任、他区からの転入、他区からの昇任等、ま

た統括校長ということで、小学校で校長が１８名、

副校長が２６名の異動内示がございました。中学

校に関しては、校長が２２名、副校長が１４名の

異動内示がございました。既に、学校へは、本人

止まりで連絡をさせていただいております。４月

１日に辞令の交付を行う予定でございます。 

 続いて、８７ページです。 

 学校事故報告について（平成２６年度２月分）、

ご説明をさせていただきます。 

 １、学校事故状況ですが、管理下７件（小学校

７件）、それから管理外２件（小学校２件）、合

計９件とも、今月は小学校の件となっております。 

 ２、事故内容として、（１）交通事故、また飛

び出し等がありますので、これについては学校に

指導して再発防止ということを考えております。 

 （２）授業中のけがについては、２件とも体育
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の授業でのけがということですので、これもまた

安全管理の徹底を指導してまいります。 

 （３）休憩時間、放課後、登下校時、部活動等

に関しては、昼休み、それから登校の際というこ

とで出ております。 

 ３、各学校への事故防止の指導については、年

間を通じて交通事故がやはり多い状況がございま

すので、このことについては残り３週、２週間で

すが、各学校に再度、改めて周知して安全を徹底

してまいりたいと思います。 

 裏面については、詳細が記載されております。 

 私からは、以上です。 

○委員長  次に、⑧について、鳥山子ども家庭課長、

お願いいたします。 

 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長  ８９ページをごらんください。 

 件名、所管部課名につきましては記載のとおり

でございます。 

 国の子ども・子育て支援事業計画につきまして、

記載のとおり、１月２６日から２月２４日までパ

ブリックコメンドを実施いたしました。その結果、

９名の方から２５件のご意見をいただいておりま

す。 

 内訳でございますが、保育所等の整備等や運営

に関することにつきまして１５件、学童保育室の

ご意見が２件、それから子育てサロンが１件、そ

のほか事業計画ついてなど、そのほかのご意見と

いうことで７件いただいております。計２５件で

ございます。 

 それぞれのご意見に対する区の考え方につきま

しては、９０ページ以降に記載をさせていただい

ております。後でごらんをいただきたいと思いま

す。また、この２５件のうち、事業計画に反映す

べきものが２件ございました。 

 一つ目が、９０ページの２番のところでござい

ます。これについては、連携保育所の記載が事業

計画のみでしたので、その点を新たに記載させて

いただいているのが一点でございます。 

 それから、９６ページの２２番でございますが、

要点の中で民間の保育所等では教育も行っている

が、現在の事業計画上の記載では保育だけと読み

取れてしまうというところがありましたので、そ

の点のご意見を反映いたしまして、この下になり

ますが、下線が引いてある記載に改めて修正をか

けてございます。 

 以上、パブリックコメントの結果でございまし

た。私からは以上です。 

○委員長  ただいま各担当所管から、報告事項があ

りました。 

 これらにつきまして、各委員からご質問、ご意

見がありましたらご発言をお願いいたします。 

 桑原委員。 

○桑原委員  学校事故報告ということで浮津教育指

導室長からご報告がありましたが、今回、たまた

ま交通事故も含めて学校の事故数が小学校に限ら

れていますが、小学校だけではなく、ぜひ中学校

へも安全の徹底をお願いしたいと思っております。

先ほど室長がそれを含めておっしゃいましたが、

改めて読ませていただきました。 

○委員長  ほかにございますか。 

 小川委清美員。 

○小川清美委員  この資料とは直接的な関係はない

のですが、例の川崎の中１のお子さんのことで、

たしか今、不登校になっていていじめが原因を調

査しますとなっているので、今は調査中であると

思うのですが、そのあたりのことも少し教えてく

ださい。 

○委員長  教育指導室長。 

教育指導室長  川崎の件を受け、文部科学省が緊

急で不登校の生徒、それから重篤なケースという

ことで調査がありました。全校に調査をかけたと

ころ、長期欠席者についても学校は継続的に連絡
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をしております。７日間以上連続して休んでいて

連絡がとれない生徒はおらず、かつ重篤なケース

はありませんでしたので、報告としては「０件」

として連絡をさせていただいています。ただ、不

登校も、かなり多い数については、学校は定期的

に連絡をとっているということでございます。 

 以上です。 

○委員長  ほかにございますか。 

 桑原委員。 

○桑原委員  足立はばたき塾についての確認です。

２７年度の実施についてですが、また応募者がた

くさん出た場合、土曜補習組は２７年度も考えて

いるのでしょうか。 

○委員長  教育指導室長。 

○教育指導室長  受験をしているお子さんが実際ど

ういうレベルかというのを今、担当の業者と調整

をしているところですので、それにあわせてどう

いうフォローができるかを検討しているところで

ございます。 

○委員長  ほかにございますか。 

（なし） 

 ないようでございますので、報告事項を終了い

たします。 

 それでは、以上をもちまして、本年第３回足立

区教育委員会定例会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

午後１６時１３分閉会 
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